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高規絡道路が福井都市圏の冬期交通に及ぼす効果
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福井都市圏(福井県嶺北地域)は日本海側でも屈指の多積雪地域であり、冬期間の積雪が自動車を
おもな交通手段とする典型的な地方都市の交通体系に与える影響は極めて大きい。そのため、冬期に
おける自動車交通を広域的にかつ定常的に確保することは、我々の日常活動を支える上で重要な課題
となる 。
そこで本研究では、積雪地域における冬期交通確保の重要性に視点をおき、研究対象とした福井都
市圏で計画されている高規格道路の整備が都市圏内の交通にどの程度の効果を及ぼすかを考察する。
今回の分析では、地域ごとの特性として新たに積雪深分布を考慮、した交通配分シミュレーションを適用
し、積雪地域である福井都市圏における高規格道路の効果1)をおもに道路混雑緩和の面から把握する。
1 .はじめに
日本の多積雪地域に属する福井県は、過去に38豪雪、 56豪雪をはじめとする大雪にたびたび見舞わ
れており、周期的にも近々豪雪が予想、きれている。同じ積雪地域である北海道や東北とは異なり、そ
の積雪深(図 1 )は年ごとに大きな幅があるため、ここ福井においては一定水準の積雪状況を想定し
それに見合った対策を長期的に講じることは難しい。加えて、地方都市の特徴でもある自動車を主体
とした交通体系により、自動車交通の定常性が日常生活において最も重要な問題となっていることか
ら、今後地域の積雪特性に応じた道路整備も十分考慮していく必要がある。
今から 15年前の56豪雪時には、福井県内の私鉄、パス、自動車などの交通機関が大混乱し、社会・
経済活動に多大な影響を与えたことは周知である。その中でも特に道路交通についてみると、幹線道
路である一般国道 8 号の通行止は44時間、閉鎖延長129.8kmにも及び、その他断続的に片側通行規制が
行われたのに対し、前年に開通した北陸自動車道は断続的閉鎖はみられたものの、全体としては通行
が確保され続けたことで福井都市圏は「都市の孤立」を免れている。これは中京、関西方面とを結ぶ
北陸自動車道が開通していたことが大きく寄与しており、また38豪雪時との大きな違いでもあった。
このように高規格道路は積雪地域である福井において、 豪雪時における「雪に強い交通路」としても
その意義がアピールされた。
そこで本研究では、福井における地域ごとの積雪特性として積雪深分布を考慮し、今回新たに様々
な積雪状況下での交通配分シミュレーションを行う 。 また積雪地域である福井都市圏における冬期の
高規格道路の意義を明 らかにするために、福井外環状道路ならびに中部縦貫自動車道による都市圏内
の道路の混雑解消といった観点から定量的にその効果を把握することを目的とする 。
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2. 福井都市圏における冬期の積雪状況
(1 ) 積雪深分布と道路ネット ワーク
福井県は、地形的に通常嶺北地域と嶺南地域に分けることができる。平成 7 年から 8 年にかけては
例外的に嶺南地域は積雪が多かったが、 過去の積雪深データをみる と、通常嶺南地域は嶺北地域に比
べ雪はかなり少ない。一方嶺北地域は、ほとんど降積雪がない海岸部をはじめ、降積雪の多い奥越地
区まで様々であり、その積雪深の幅は極めて大きい。
福井県雪対策技術センタ一発行の「福井県の降雪・積雪J2lにおける「福井県年最大積雪深平年値の
推定分布図」によると、福井都市圏の中核都市である福井、鯖江、武生、またその北部の坂井地区の
平均積雪深はほぼ50cm-lOOmとなっている。一方、多積雪地域に属する勝山、大野といった奥越地区
で、は 1OOcm -200cm となっており前者の 2 倍弱程度である。また和泉などきらに山間部に入ると、平均
積雪深であっても 200cm-300cm と極めて多いのが特徴である。
ここで、福井都市圏内の幹線道路がいったいどの程度の積雪深のあたりを通過しているのかをみる
ために、先の年最大積雪深平年値の推定分布図を福井都市圏内の幹線道路ネットワーク(福井外環状
道路、中部縦貫自動車道を含む) と重ね合わせてみたものが図 2 である。これによると、道路密度の
高い都市部は、概して周辺部より積雪が少ない傾向にあることが分かる。
同様に、 38豪雪や56豪雪時に相当する年最大積雪深30年再現期間値の推定分布図(図 3 )について
みると、その積雪深は当然ながら平年値よりも増加はするものの、等雪線の形状はほぼ年最大積雪深
平年値の推定分布と同じであることから、各地区ごとに豪雪積雪時の積雪深分布をある程度想定し対
策を立てることは可能といえる。
(2) 降積雪が道路交通に及ぽす影響
自動車交通が主である地方都市において、特に冬期における道路交通の確保は大きな課題である。
現在の福井都市圏における冬期交通の問題点としておよそ次のようなものが挙げられる。
・ 交通容量低下による慢性的交通渋滞の発生
・山間部(県境部)における冬期通行止め
- 雪崩等自然災害による通行止め
- 路面凍結等による交通事故の発生
- 走行速度の低下による定時性の欠如
このような問題は、今後ますます広域化する日常生活圏に制約を加えるものであり、中長期的な観
点からもこれらの解決が急がれる。
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以下では、降積雪が福井都市圏内の交通に与える影響を包括的に捉えるために、最も一般的評価指
標である混雑度(実際の交通量/道路の交通容量)に着目する。
\C向
現況道路ネットワーク
ーーーーーーーーー福井外環状道路
一一一ーー中部縦貫自動車道
図 2 福井県年最大積雪深平年値の推定分布図
図 3 福井県年最大積雪深30年再現期間値の推定介布図
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3. 積雪深分布を考慮した交通配分シミュレーションによる
高規格道路の効果分析
交通計画において、交通需要量の推計は重要なフ。ロセスのーっとなっているが、この一手法として
交通配分シミュレーションが行われる。このシミュレーションにより現時点における道路交通の現況
はもちろん、将来における道路交通の状況も推計することが可能で、ある。今回は特に福井都市圏の特
性として積雪深分布を考慮、した交通配分シミュレーションを行い、冬期における高規格道路の効果を
把握する。
(1 ) 諸条件の設定
a) 対象道路ネットワーク
対象道路ネットワークは、福井県嶺北地域の高速自動車国道、一般国道、主要地方道、一般県道、
およびおもな市道とし、またこれらに加え、現在計画されている高規格道路の中部縦貫自動車道なら
び、に福井外環状道路の有無により 4 ケース設定した。
b) 積雪状況
嶺北地域の積雪深を設定するにあたって、先出の福井県雪対策技術センタ一発行の「福井県の降雪・
積雪」の「福井県年最大積雪深平年値の推定分布図J I福井県年最大積雪深30年再現期間値の推定分布
図」をもとに、積雪状況を無積雪時、平均積雪時、豪雪積雪時といった 3 ケースを設定した。
以上により、今回行ったシミュレーションは、道路ネットワーク条件 4 ケース、ならびに積雪状況
3 ケースの組み合わせで、表 1 に示すょっに合計12ケースである。
c) Q-V条件
通常、道路の交通容量 (Q :台/日)と走行速度 (V : km/h) の関係は図 4 のように表される。し
かしながらこの関係は無積雪時を対象としたものであり、積雪時におけるこの関係を特定することは
現段階では非常に困難とされている。ちなみにこれまでになされた北海道における調査研究では、一
般的に市街地、地方部ともに交通容量は20-30%程度減少すると報告されている。また走行速度につ
いては10-40%の低下がみられている制5)。
今回はこれらの報告を参考にし、各積雪深の段階における交通容量、走行速度は表 2 のとおりとし
た。また交通容量、走行速度の関係は従来どおり図 4 を基本とすることとした。また今回用いたQ
V条件の基準(無積雪時)は表 3 のとおりである。
表| 道路ネットワーク条件と積雪状況
よ誌± 現況 現況 現況 現況+福井外環状 +福井外環状十中部縦貫 +中部縦貫
無積雪時 ケース l ケース 2 ケース 3 ケース 4
V (kmlh) 平均積雪時 ケース 5 ケース 6 ケース 7 ケース 8
豪雪積雪時 ケース 9 ケース 10 ケース 11 ケース 12
表 2 積雪深による交通容量、走行速度
Vl 
積雪深 交通容量 走行速度
(cm) (台/日) (km/h) 
V2 
o - 50 XO.9 XO.7 
50 - 100 XO.8 xO.7 
100 - 200 xO.7 xO.7 
V3 200 - 300 XO.6 XO.7 
Ql Q2 
図 4 Q -V 曲線
Q(台18)
300 - xO.5 xO.7 
注)数値は無積雪時の値(表 3 )を 1 とした場合を表す。
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表 3 Q -V 条件(無積雪時)
QV V1 Q1 V2 Q2 V3 基準交通量
番号 (km/h) (台/日) (km/h) (台/日) (km/h) (台/日)
1 60 38 , 000 30 57 , 500 10 57 , 500 
2 60 12 ,000 30 20 , 000 10 18 , 500 
3 50 12 , 000 25 18 , 000 10 17 , 500 
4 40 12 , 000 20 18 , 000 10 16 , 500 
5 30 11 ,000 15 16 , 50Q 10 16 , 500 
6 50 30 , 000 25 43 , 000 10 43 , 000 
7 50 10 , 000 25 16 , 000 10 15 , 000 
8 40 10 , 000 20 15 ,000 10 14 , 500 
9 60 24 , 000 30 35 , 000 10 35 , 000 
10 40 24 , 000 20 35 , 000 10 30 , 500 
11 50 9 , 000 25 13 ,000 10 13 , 000 
12 40 9 , 000 20 13 , 000 10 13.000 
13 30 9 , 000 15 13 , 000 10 13 , 000 
14 50 10 , 000 50 100 , 000 50 。
15 30 10 , 000 30 100 , 000 30 。
16 50 19 , 500 25 30 , 500 10 30 , 500 
17 20 10 , 000 20 100 , 000 20 。
18 1 10 , 000 1 100 , 000 1 。
19 90 62 , 000 50 82 , 500 10 82 , 500 
20 80 10.000 80 100.000 80 。
注) V 1 自由速度 V3 渋滞速度 Q2 交通容量を表す。
(2) 配分結果
ここでは、 (1) で設定した 1 2 ケースそれぞれの配分結果をもとに考察を行う。今回設定した積雪深
による交通容量低減の割合の妥当性を検証することは、先述のように極めて困難であるので今後の課
題に譲るこ ととして、ここでは無積雪時における混雑度を評価の基準として平均積雪時と豪雪積雪時
における高規格道路の効果を中心に考察を行う 。なお、交通配分の結果は、 表 4 、図 5 に示す とおり
である。
1 ) 福井都市圏全域
①無積雪時(ケース 1-ケース 4 ) 
平均混雑度は0.65前後とあまり変化はみられない。また混雑度 1 以上の道路延長をみると、高規格
道路が導入きれることで若干の混雑緩和がみられる。
②平均積雪時(ケース 5-ケース 8 ) 
平均混雑度は 4 ケースともいずれも 0.85-0.9の聞となり、道路はかなりの混雑が予想きれる。また
混雑度 1 以上の道路延長をみると、無積雪時の約 2 倍程度となる。高規格道路の効果についてみると、
福井外環状道路よりも中部縦貫自動車道の方が道路ネットワーク全体としての混雑度緩和に効果があ
る。
③豪雪積雪時(ケース 9-ケース 12)
平均混雑度は、 ケース 12を除くすべてのケースで 1 を越える。また混雑度 1 以上の道路延長をみる
と、無積雪時と比べて 3 倍弱に、混雑度1. 5以上においては 3 倍強にもなる 。 豪雪積雪時においても、
福井外環状道路より中部縦貫自動車道の方が平均混雑度の緩和に効果があることが分かる。
2)奥越地区
豪雪積雪時にはかなりの積雪が予想される奥越地域の王要幹線である一般国道157号、 158号、 416号
の混雑度について若干の考察を行う 。
図 6 に示すように、 豪雪積雪時において現況の道路ネットワークの場合、そのほとんどの区間で渋
滞が予想されるが、計画中の中部縦貫自動車道により混雑は大幅に緩和されることが分かる。特に福
井・大野聞を結ぶ一般国道158号の混雑度は 1 を下回り、また勝山・大野聞の混雑緩和にも大きく寄与
することが窺えた。
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注)図中の数値は交通配分シミュレーションによる混雑度を表す。
なお、混雑度は(実際の交通量/道路の交通容量)で表される。
図 6 豪雪積雪時における奥越地区の幹線道路混雑状況
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このように、積雪状況の違いによる高規格道路の効果を比較すると、無積雪時、平均積雪時、豪雪
積雪時と積雪深が増加するに従って福井外環状道路や中部縦貫自動車道といった高規格道路の効果が
顕著となることが示された。これは福井都市圏の中心都市を取り囲む福井外環状道路が都心部の混雑
緩和に寄与すること、また積雪の多い奥越地域を縦貫する中部縦貫自動車道が地域の混雑緩和に寄与
することを示している。特に道路密度の低い地域を貫く中部縦貫自動車道は、道路の代替性・多重性
の観点からも意義が大きいといえる。
4. おわりに
本研究では、積雪地域である福井都市圏における高規格道路の効果を、積雪深分布ならびに積雪深
による交通容量ならびに走行速度の低下を考慮、した交通配分シミュレーションにより把握した。得ら
れた成果は以下のとおりである。
①降積雪地域の特性を道路ネットワークに反映きせるため、積雪深に着目しこれにより道路交通容量
の低減、走行速度の低下を考慮し交通配分シミュレーションに組み入れた。これにより無積雪時と積
雪時の交通状況の違いをある程度把握でき、積雪時におけるより実際的な交通状況の再現の可能性を
示唆できた。
②全道路延長に占める混雑度 1 以上の道路延長の割合からみると、無積雪時は高規格道路の効果はあ
まり大きくはないものの、平均積雪時、豪雪積雪時には高規格道路の効果が顕著にあらわれる。特に
多積雪地域を貫く中部縦貫自動車道が地域の交通混雑の緩和に及ぼす効果は大きいことが明らかとな
った。
今後の課題は、現地調査で得られた実測値をもとに積雪深による交通容量の低減率を設定すること
で、積雪時における交通配分シミュレーションの再現性を高めること、また防災支援施設としての道
路の機能評価を代替性や速達性といった観点から評価していくことである。
なお、本研究の分析にあたっては、福井大学工学部環境設計工学科 4 年の井上良一君(現、若築建
設(株) )の協力を得た。ここに記して感謝する。
参考文献
1) 川本・嶋田・川上・本多 (1994 ) :福井市における環状道路の整備効果に関する研究，第49回土木学会年次学術講演
会講演概要集，第 4 部， pp96-97. 
2) 福井県雪対策技術センター (1990) :福井県の降雪・積雪
3) (社)交通工学研究会編 (1984 ) :交通工学ハンドブック，技報堂出版， pp205.
4) (社)交通工学研究会 (1985) 交通工学Vol. 20 No.5, pp3-12. 
5) (社)交通工学研究会 (1987) 交通工学Vol. 22 No.1, pp3-7 
- 60-
